









パ共通参照枠の策定後、Instituto Cervantes（セルバンテス協会）は 2007 年に従
来版を大幅改訂したスペイン語教育の参考指導要綱 Plan curricular del 
Instituto Cervantes（『セルバンテス協会のカリキュラム・プラン』、以後本稿で
は PCIC と略記する）を出版した。 
 参考指導要綱と述べたが、実質的に PCIC はヨーロッパ共通参照枠に準拠する
スペイン語のカリキュラム作成支援ツールとしての利用すべきものであり、スペ
イン語教育の規範書ではない。教育機関やカリキュラム作成者は PCIC の 中で言
語学的または非言語学的な各項目が持つ目録(inventarios)を参考にしてそれぞれ
の教育環境に適合したカリキュラムを作成することができる。 




療スペイン語語彙集として利用可能になる。PCIC の目録は A1 から C2 まで 6 つ
のレベル別に提示されるので、入門段階から上級に至るまでの語彙リスト案を利
用者自身が作成できる。 
 現在筆者が取り組んでいる教育指針づくりに PCIC 活用が必要不可欠であるこ
とは言うまでもない。しかし、汎用性が高いけれども利用方法が分かりづらい
PCIC については、その特性も理解しながら応用の可能性について探る必要もある。
特に文化的要素を扱った PCIC の第 10 章以降については目録の分類がそれ以前の







PCIC はイントロダクションと目録をそれぞれに持つ 13 の章から構成される。 
構成の全体像は PCIC 第 1 巻(A1-A2 レベル)に Plan general de la obra として示
されている。２ PCIC の Introducción General の執筆者で学術機関部門の García 
Santa Cecilia 氏の解説によると、第 2 章から第 4 章までは文法構成要素、第 5 章
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から第 7 章までは語用論・談話構成要素、第 8 章と第 9 章は概念要素（いわゆる





   PCIC の章名        目録の分類規準 
1. 全体的目標   1) 社会的存在…共通参照レベル(A1～C2) 
2）異文化話者    … 3 段階(モジュール) 
3）自律的学習者 … 3 段階(モジュール) 
2．文法 共通参照レベル (A1 ～C2) 
3．発音と音韻 3 つのステージ (A, B, C) 
4．正書法 共通参照レベル (A1 ～C2)  
5．機能 共通参照レベル (A1 ～C2) 
6．語用論上のストラテジー 共通参照レベル (A1 ～C2) 
7．談話の種類と産出テクスト 共通参照レベル (A1 ～C2) 
8．一般概念 共通参照レベル (A1 ～C2) 
9．特殊概念         共通参照レベル (A1 ～C2) 
10．文化的指示対象 3 段階（モジュール） 





ていて、A1 から C2 までの 6 つの共通参照レベル区分をおこなっている章とそう
でない章がある。 
第 3 章の発音と音韻については細かなレベルを定めるのが容易ではないという
理由で、その目録は A から C までの 3 つのステージ(etapas)に分類されている。４ 
 第 1 章については学習者を 1) el alumno como agente social（社会的存在）  2) 
el alumno como hablante intercultural（異文化話者）  3) el alumno como 
aprendiente autónomo （自律的学習者）に分類している。 
1)の社会的存在としての学習者の側面は、社交的なやりとりの状況やテクスト
に関わる言語使用と関連するがゆえにステージやレベルが進むにつれて向上する
と考えられ、その結果として 1）に関する目録は 6 つの共通参照レベル別である。 
他方で、第 1 章の 2)と 3）については第 10 章や第 11 章と同じく共通参照レベ
ルではない、モジュール式のレベル区分、すなわち 3 つの段階(fase)による分類記
述がおこなわれている。それぞれの段階は Fase de aproximación (近接段階)、Fase 
de profundización (深化段階)、Fase de consolidación (統合段階)と名付けられて
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ていて、A1 から C2 までの 6 つの共通参照レベル区分をおこなっている章とそう
でない章がある。 
第 3 章の発音と音韻については細かなレベルを定めるのが容易ではないという
理由で、その目録は A から C までの 3 つのステージ(etapas)に分類されている。４ 
 第 1 章については学習者を 1) el alumno como agente social（社会的存在）  2) 
el alumno como hablante intercultural（異文化話者）  3) el alumno como 
aprendiente autónomo （自律的学習者）に分類している。 
1)の社会的存在としての学習者の側面は、社交的なやりとりの状況やテクスト
に関わる言語使用と関連するがゆえにステージやレベルが進むにつれて向上する
と考えられ、その結果として 1）に関する目録は 6 つの共通参照レベル別である。 
他方で、第 1 章の 2)と 3）については第 10 章や第 11 章と同じく共通参照レベ
ルではない、モジュール式のレベル区分、すなわち 3 つの段階(fase)による分類記
述がおこなわれている。それぞれの段階は Fase de aproximación (近接段階)、Fase 
de profundización (深化段階)、Fase de consolidación (統合段階)と名付けられて
いる。 
そして、第 12 章と第 13 章は第 10 章・第 11 章と同様にモジュール式であるが
レベル別の区分がなく、A,B,C の 3 巻ともその目録の記述内容は同一である。 
第 10 章から第 13 章までの章で扱われた内容、すなわち文化的構成要素や学習









必要がある。目録の分類を共通参照レベル別としていない PCIC の第 10 章以降の





3. PCIC 第 10 章「文化的指示対象」 
 
 PCIC 第 10 章の目録に採用されている段階(fase)は共通参照レベルとは連動し
ないので、この章の目録の記述は A,B,C 巻共通である。文化的な諸要素が 3 つの
段階によって分けられている。この段階は難易度と同義に解釈しうる側面を持っ





















































参照だけにとどまらず、第 10 章と共に文化次元の構成要素を形成している第 11
章「社会文化的知識および態度」や第 12 章「異文化間能力と異文化受容態度」の
目録を参照しつつ、カリキュラム作成のための要素選抜をおこなう必要がある。 






































参照だけにとどまらず、第 10 章と共に文化次元の構成要素を形成している第 11
章「社会文化的知識および態度」や第 12 章「異文化間能力と異文化受容態度」の
目録を参照しつつ、カリキュラム作成のための要素選抜をおこなう必要がある。 
第 10 章目録の分類基準である 3 つの段階について PCIC が説明するところによ
ると、基本的に普遍性(universalidad)の大小とアクセシビリティ(accesibilidad)
の大小が関与していて、普遍性に関して言えば、Fase de aproximación では普遍
性が大きく、Fase de consolidación (統合段階)に至ると小さくなる。アクセシビ
リティに関しては、Fase de aproximación のほうがアクセスするのが容易で、Fase 
de consolidación (統合段階)ではアクセスがしにくくなる。9 
目録の分類例を見ると、世界的にその存在を認知されているスペイン語圏の人
物や事物、出来事などはどちらかと言えば Fase de aproximación に例が挙げられ
ることが多く、その国において重要だったり知名度が高い場合は、Fase de 
profundidad に分類される傾向が見られる。第 10 章イントロダクションでは絵画





市名に置き換えて考えればより理解しやすくなる。Fase de aproximación におい
て首都の東京と並んで世界的に認知されている京都をまず取り上げることになる。

















ことが必要不可欠になる。ある分野について Fase de aproximación から Fase de 
profundidad、さらには Fase de consolidación の知識を学習者に獲得させる、特










可能であることを示す。もちろん、Fase de aproximación, Fase de profundidad、
Fase de consolidación の間には段階性が存在するが、たとえば Fase de 
aproximación の項目は A レベルに、Fase de profundidad の項目は B レベルに、
Fase de consolidación は C レベルにて並行的に扱う必要はない。ただし、PCIC
はそのような扱いをすることをけっして禁じているわけではない。 
 これを仮に［分類案 1］として第 10 章の項目を整理すると以下のようになる。 
 
［分類案 1］ 
A レベル → 第 10 章目録のすべての項目の Fase de aproximación を扱う 
B レベル → 同項目の Fase de profundidad を扱う 
C レベル → 同項目の Fase de consolidación を扱う 
 
しかしながら、それ以外の組み合わせも可能であり、PCIC 第 1 章の





A レベル → 「1.1  自然地理学 ／ 1.2. 住民 ／ 1.3. 政府と政治 ／  
1.4. 領土編成と行政機構」の各 3 つの Fases を扱う 
B レベル →「1.5  経済と産業 ／ 1.6. 医療・衛生 ／ 1.7. 教育 ／ 
       1.8.  マスコミ ／ 1.9. 交通機関  ／ 1.10. 宗教」の 
       各 3 つの Fases を扱う 
C レベル → 残ったもの、すなわち「1.11. 言語政策 ／ 2. 昨今の出来事と 
主要人物 ／ 3. 文化的産物や創造」の各 3 つの Fases を扱う 
 
 別の分類例として以下のような提案もされている。［分類案 3］とする。 
 
［分類案 3］ 
A レベル → 「1.1. 自然地理学 ／ 1.2. 住民」の Fase de aproximación,  
Fase de profundidad を扱う 
B レベル → 「1.1. 自然地理学 ／ 1.2. 住民」の Fase de consolidación を 
       扱う 
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 García Santa-Cecilia の提案では C レベルについての言及はないが、C1 や C2
レベルの教育で取り扱う内容は教育機関や学習者のニーズによって相当多様化し
てくることが予想されるので、B レベルで十分取り上げられなかった項目を C レ
ベルで扱うという方法が考えられる。筆者は García Santa-Cecilia 氏によるセル
バンテス協会主催のカリキュラム関係の講座を受講した経験を持つが、同氏の提
案例にも折衷的な分類案が提示されている。すなわち、A, B, C レベルと 3 つの
















































 本稿の考察の中心は PCIC 第 10 章に限定したが、続く第 11 章以降の各章の研




1)  科学研究費助成事業・基盤研究(C) 課題番号 25370640  「スペイン語の自律
学習支援の研究－中上級スペイン語教育の指針づくり」(研究代表者 江澤照
美)  
2)  PCIC 第 1 巻(A1-A2 レベル) pp.67-70。 
3) 江澤(2010)のうち特に pp.216-218, p.220, pp.223-225.を参照。 
4)  García Santa-Cecilia (2007) pp.43-44. 
5)  訳は筆者による。個々の具体的用例は割愛した。 
6)  PCIC 第 1 巻(A1-A2 レベル) p.365。以下、本稿 3.では PCIC 第 10 章のイン
トロダクションを参考にしている。PCIC では 3 巻とも第 10 章は文章が同一
内容であるが、各巻のページ数が異なるため、第 2 巻、第 3 巻の第 10 章の該
当ページは異なることをお断りしておく。PCIC のテキストは Centro Virtual 
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Cervantes にも存在するがネット版の PDF ファイルなのでこれにはページの
記載がない。 
7)  PCIC 第 1 巻(A1-A2 レベル) p.366。 
8)  PCIC 第 1 巻(A1-A2 レベル) p.366。 
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[巻末資料]  PCIC 第 10 章「文化的指示対象」目録 
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※ FA = Fase de aproximación  (近接段階) 
FP = Fase de profundización  (深化段階) 







 1.1.1  気候  [FA  季節、度数の使用 ／ FP  祝日と祝祭 ／ FC  スペ
イン語圏の気候帯] 
 1.1.2. 地理的な特徴  [FA  土地の起伏、スペイン語圏の人々にとっての 
川の概念の違い、スペイン語圏の人々にとっての平野の概念の違い ／ 
    FP  土地の起伏(川、湖、氷河、滝、湾、岬、小湾、火山、平野、 
    台地、砂漠、山脈、海峡 ／ FC  山頂、山、滝、デルタ地帯と河口、 
    地峡、高原、マングローブ林）] 
 1.1.3. 動物相と植物相 ［FA  なし／FP  スペイン語圏諸国の動物相（スペ
イン語圏諸国･地方・都市の象徴的な動物相、スペイン語圏諸国の植物相、
スペイン語圏諸国・地方・都市の象徴的な植物相 ／ FC 絶滅危機種や 
   保護対象動物、長所や欠点を言うために動物名を代称として使うこと、 
   聖像画や民間伝承への動物の反映］ 
 1.2.  住民 [FA エスニック少数集団、インディヘナの重要性 ／ インディヘナ民
族の典型的な服装 ／ FC 先コロンブス期の諸文明、スペイン語圏諸国
の 20 世紀・21 世紀の民族移動] 
1.3.  政府と政治 
  1.3.1.  国家権力と制度 ［FA 政治システム、国家権力や制度のシンボル 
   ／ FP 社会・政治生活において議会の議論が占める重要性と位置づけ ／ 
   FC スペイン語圏諸国の憲法、国家の中での分権(行政権・立法権・司法権)、 
   伝統の存続］ 
  1.3.2.  権利や自由、保証 ［FA なし ／ FP 市民の権利と保障(憲法が定
める権利、人権や自由侵害に対する社会の態度ふるまい ／ FC スペイ
ン語圏諸国の民族マイノリティの権利保障、民族・消費者・読者の権利
擁護者の姿、労働法、組合運動］ 
  1.3.3.  政党と選挙 ［FC 選挙キャンペーンとプログラム、再選の概念、 
   市町村選・自治州選、立法期、政党とイデオロギー（ロゴタイプや略号）］
1.4.  領土編成と行政機構 
  1.4.1.  領土・行政区画 ［FA  管轄内の典型的な料理、管轄内の民族的な 
   祝祭 ／ FP  スペイン語圏諸国の領土に関する制度、政府機関と末端 
組織、文化的な気質、管轄内の典型的な飲み物、原産地証明表示  ／ FC 
スペインの自治州政府機構と末端組織（スペインの自治州憲法)、連邦州 
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※ FA = Fase de aproximación  (近接段階) 
FP = Fase de profundización  (深化段階) 







 1.1.1  気候  [FA  季節、度数の使用 ／ FP  祝日と祝祭 ／ FC  スペ
イン語圏の気候帯] 
 1.1.2. 地理的な特徴  [FA  土地の起伏、スペイン語圏の人々にとっての 
川の概念の違い、スペイン語圏の人々にとっての平野の概念の違い ／ 
    FP  土地の起伏(川、湖、氷河、滝、湾、岬、小湾、火山、平野、 
    台地、砂漠、山脈、海峡 ／ FC  山頂、山、滝、デルタ地帯と河口、 
    地峡、高原、マングローブ林）] 
 1.1.3. 動物相と植物相 ［FA  なし／FP  スペイン語圏諸国の動物相（スペ
イン語圏諸国･地方・都市の象徴的な動物相、スペイン語圏諸国の植物相、
スペイン語圏諸国・地方・都市の象徴的な植物相 ／ FC 絶滅危機種や 
   保護対象動物、長所や欠点を言うために動物名を代称として使うこと、 
   聖像画や民間伝承への動物の反映］ 
 1.2.  住民 [FA エスニック少数集団、インディヘナの重要性 ／ インディヘナ民
族の典型的な服装 ／ FC 先コロンブス期の諸文明、スペイン語圏諸国
の 20 世紀・21 世紀の民族移動] 
1.3.  政府と政治 
  1.3.1.  国家権力と制度 ［FA 政治システム、国家権力や制度のシンボル 
   ／ FP 社会・政治生活において議会の議論が占める重要性と位置づけ ／ 
   FC スペイン語圏諸国の憲法、国家の中での分権(行政権・立法権・司法権)、 
   伝統の存続］ 
  1.3.2.  権利や自由、保証 ［FA なし ／ FP 市民の権利と保障(憲法が定
める権利、人権や自由侵害に対する社会の態度ふるまい ／ FC スペイ
ン語圏諸国の民族マイノリティの権利保障、民族・消費者・読者の権利
擁護者の姿、労働法、組合運動］ 
  1.3.3.  政党と選挙 ［FC 選挙キャンペーンとプログラム、再選の概念、 
   市町村選・自治州選、立法期、政党とイデオロギー（ロゴタイプや略号）］
1.4.  領土編成と行政機構 
  1.4.1.  領土・行政区画 ［FA  管轄内の典型的な料理、管轄内の民族的な 
   祝祭 ／ FP  スペイン語圏諸国の領土に関する制度、政府機関と末端 




  1.4.2.  首都、市町村 [ FA スペイン語圏の国の首都（代表的な場所）国際的
に認知された都市（歴史・芸術または文化的に興味深い場所、傑出した出
来事）／ FP  スペイン語圏諸国の重要な都市、ユネスコ世界遺産指定 
   都市 ／ FC スペイン語圏諸国の首都（首都であることとむすびつけら
れた考え方やステレオタイプ)、首都の概念の違い(県の概念とむすびつけ
られた考え方やステレオタイプ)、県の概念と県であること] 
1.5．経済と産業  [FA  スペイン語圏諸国の度量衡システム、スペイン語圏の 
  国々の貨幣 ／ FP  スペイン語圏諸国の主要な経済資源(主要な工業地
帯、主要な農業牧畜生産地帯 ／ FC  商法と自由貿易協定（財政システ
ムと税のタイプ、スペイン語圏諸国の主要な企業組織(重要な指導者と企業
家)、主要なサービス会社(光熱、電気、水道)、ロゴタイプと略号] 
1.6.  医療・衛生 [FA  衛生システム ／ FP 国際的に認知されたスペイ 
ン語圏諸国の医師、スペイン語圏諸国で生理学と医学でのノーベル賞 




1.7.  教育  [FA  教育制度、教育サイクル、スペイン語圏諸国の代表的な大 
  学（ロゴタイプと略号）／ FP スペインやイスパノアメリカでの大学入試、 
  語学教育（現代社会において言語の知識に与えられる意味)、学位(社会に 
  おいて学位が占める重要性や位置づけ、大学院の課程と学位)、大学生活 




  奨学金、外国留学用奨学金)、単位認定と認可(国や教育機関間での証明の 
  やりとり)、スペイン語圏諸国にある研究機関] 
1.8.  マスコミ 
   1.8.1.  印刷物  [FA  スペイン語圏諸国の主要な新聞 ／ FP スペイン語
圏諸国の新聞によくあるコーナーや付録、国際的に認知されている有名な





 1.8.2.  テレビとラジオ [FA 多くの視聴者を持つテレビチャンネル(ロゴタ
イプと略号)、多くのリスナーを持つラジオ局 ／ FP  歴史のあるテレビ 




1.9.  交通機関 
  1.9.1.  長距離輸送：飛行機・列車・船 
    空路輸送 [FA  重要な国内空港と国際空港、航空会社(ロゴタイプと略
号)  ／ FP 重要なチャーター便航空会社]  
鉄道網   [FA  スペイン語圏諸国の鉄道網(ロゴタイプと略号)／ FP  
長距離列車、国内の鉄道と高速鉄道、代表的な鉄道駅 ／FC 地方列
車と近郊列車] 
水上輸送・海上輸送 [FA  スペイン語圏諸国の代表的な港、重要な航 
路 ／ FP  中米でパナマ運河が占める重要性と位置づけ、共通の 
 アイデンティティを形成するものとしての海に与えられる意味、通過
する場所のアイデンティティや特殊性の形成において川が占める重要
性や位置づけ ／ FC  主要な航路、港町の概念とむすびつく意味、
ヨットハーバー、船の建造：重要な造船所、海や川での大惨事]  
 1.9.2.  都市交通および都市間交通 [FA  都市交通網(大量輸送、街によって
異なる地下鉄のアイコン) ／ FP 代表的なバス駅 ／ FC 主要な
バス会社] 
  1.9.3.  自動車専用道路による輸送 [ FA 高速道路網(アメリカ大陸の西半球
の諸国をつなぐパンアメリカン高速道路網が占める重要性と位置づ
け) ／ FP 国道、高速道路、自動車専用道路、交通安全 ／ FC  高
速道路網の資金調達：通行料、高速道路網の管理統制機関]
  1.10. 宗教  [FA  メジャーな宗教 ／ FP 信仰に与えられる意味：スペイン語
圏諸国における社会的な含み ／ FC  宗教上・えせ宗教の示威行
進、先コロンブス期の宗教や神(先コロンブス期の神々の表象)、 
       民族宗教上の聖像彫刻、祈禱師の表象と神] 
  1.11.  言語政策 [FA  公用語と準公用語、言語の保護と推進を目的とする公
的機関や組織、言語と文化の普及のための公的機関や組織 ／ FP 
公用語と準公用語の使用範囲、スペイン語会議、メジャーな言語と 




2.   昨今の出来事と主要人物
   2.1．歴史・伝説上の出来事や人物 
          スペイン語圏の歴史上の画期的な出来事  
[FA  スペイン語圏諸国の歴史上の時期に主として関わるもの 
  (スペイン語圏諸国の歴史上の時期に主として関わる文化・芸術
的ことがら)、歴史や伝説上の有名人] 




1.9.  交通機関 
  1.9.1.  長距離輸送：飛行機・列車・船 
    空路輸送 [FA  重要な国内空港と国際空港、航空会社(ロゴタイプと略
号)  ／ FP 重要なチャーター便航空会社]  
鉄道網   [FA  スペイン語圏諸国の鉄道網(ロゴタイプと略号)／ FP  
長距離列車、国内の鉄道と高速鉄道、代表的な鉄道駅 ／FC 地方列
車と近郊列車] 
水上輸送・海上輸送 [FA  スペイン語圏諸国の代表的な港、重要な航 
路 ／ FP  中米でパナマ運河が占める重要性と位置づけ、共通の 
 アイデンティティを形成するものとしての海に与えられる意味、通過
する場所のアイデンティティや特殊性の形成において川が占める重要
性や位置づけ ／ FC  主要な航路、港町の概念とむすびつく意味、
ヨットハーバー、船の建造：重要な造船所、海や川での大惨事]  
 1.9.2.  都市交通および都市間交通 [FA  都市交通網(大量輸送、街によって
異なる地下鉄のアイコン) ／ FP 代表的なバス駅 ／ FC 主要な
バス会社] 
  1.9.3.  自動車専用道路による輸送 [ FA 高速道路網(アメリカ大陸の西半球
の諸国をつなぐパンアメリカン高速道路網が占める重要性と位置づ
け) ／ FP 国道、高速道路、自動車専用道路、交通安全 ／ FC  高
速道路網の資金調達：通行料、高速道路網の管理統制機関]
  1.10. 宗教  [FA  メジャーな宗教 ／ FP 信仰に与えられる意味：スペイン語
圏諸国における社会的な含み ／ FC  宗教上・えせ宗教の示威行
進、先コロンブス期の宗教や神(先コロンブス期の神々の表象)、 
       民族宗教上の聖像彫刻、祈禱師の表象と神] 
  1.11.  言語政策 [FA  公用語と準公用語、言語の保護と推進を目的とする公
的機関や組織、言語と文化の普及のための公的機関や組織 ／ FP 
公用語と準公用語の使用範囲、スペイン語会議、メジャーな言語と 




2.   昨今の出来事と主要人物
   2.1．歴史・伝説上の出来事や人物 
          スペイン語圏の歴史上の画期的な出来事  
[FA  スペイン語圏諸国の歴史上の時期に主として関わるもの 
  (スペイン語圏諸国の歴史上の時期に主として関わる文化・芸術
的ことがら)、歴史や伝説上の有名人] 


























2 世の統治、独立戦争と 1812 年憲法、フェルナンド 7 世の絶対
主義とカルリスタ戦争、イサベル 2 世の統治、イスパノアメリ
カの独立(イスパノアメリカにおける有名な人物)、スペインにお
ける 98 年の危機と植民地喪失] 















  3.1．文学・思想  [FA  国際的に認知された文豪や文学作品、世界文学史に 
      おけるセルバンテスとドン･キホーテの重要性、文化における文学 
有名な人物や作品の価値やインパクト：ドン・キホーテという特例、 
スペイン語で書かれた偉大な文学作品が象徴的に意味するもの／ 





















3.2.  音楽 
   3.2.1.  クラシック音楽  [FA  国際的に認知された音楽家と作品、国際的に 
認知されたクラッシック音楽の演奏家、国際的に認知されたオペラ 
歌手 ／ FP スペインやイスパノアメリカで有名な作品やアーチスト 
 ／ FC スペイン音楽史やイスパノアメリカ音楽史の年表(主な出来 





   3.2.2.  ポピュラー音楽と伝統音楽  [ FA  国際的に認知されたスペイン語





  3.1．文学・思想  [FA  国際的に認知された文豪や文学作品、世界文学史に 
      おけるセルバンテスとドン･キホーテの重要性、文化における文学 
有名な人物や作品の価値やインパクト：ドン・キホーテという特例、 
スペイン語で書かれた偉大な文学作品が象徴的に意味するもの／ 





















3.2.  音楽 
   3.2.1.  クラシック音楽  [FA  国際的に認知された音楽家と作品、国際的に 
認知されたクラッシック音楽の演奏家、国際的に認知されたオペラ 
歌手 ／ FP スペインやイスパノアメリカで有名な作品やアーチスト 
 ／ FC スペイン音楽史やイスパノアメリカ音楽史の年表(主な出来 





   3.2.2.  ポピュラー音楽と伝統音楽  [ FA  国際的に認知されたスペイン語
圏の国の歌手や音楽グループ ／ FP スペイン語圏の有名な歌手や






  3.3．映画・舞台芸術 
   3.3.1.  映画 [FA 国際的に認知されたスペイン語圏の国の映画、国際的に 
認知されたスペイン語圏の国の映画監督、国際的に認知されたスペイ 
ン語圏の国の男優と女優、世界の映画史におけるルイス･ブニュエル 
と彼の作品の重要性 ／ FP スペイン語圏の現代の映画、スペイン 
語圏諸国の映画史で重要な映画作品、スペイン語圏諸国の代表的な映 
画監督や俳優、スペイン語圏諸国の映画史の中で傑出しているジャン 





   3.3.2.  演劇  [FA 国際的に認知された劇作家や演劇作品 ／ FP  スペイン 
イスパノアメリカの有名な舞台監督や舞台俳優、スペインやイスパノ 




   3.3.3.  ダンス  [FA  国際的に認知されたスペインとイスパノアメリカの 
ダンスカンパニー、国際的に認知されたスペイン語圏諸国の代表的 
ダンス ／ FP 国際的に認知されたスペイン語圏諸国の振付師と 
ダンサー、スペイン語圏諸国の代表的なその国らしさをあらわすリズ 
ムやダンス ／ FC なし] 
  3.4.  建築  [ FA  国際的に認知されたスペイン語圏諸国の建築作品や建築家    
     ／ FP  スペインやイスパノアメリカの一般建築、スペインやイスパノ
アメリカの宗教的建築物、世界の建築が発展発達する中でのスペインや






  3.5.  造形芸術 




国内の美術館 ／ FP  時代別および芸術運動別の代表的な作者や作 








   3.5.2.  彫刻  [FA  国際的に認知されたスペイン語圏の彫刻家と彫刻作品
／ FP 時代別および芸術運動別の代表的な彫刻作家や作品、都市環境の
中での彫刻 ／ FC 先コロンブス期の彫刻、宗教的彫刻、20 世紀の彫刻
のリアリズム] 
   3.5.3.  写真 [FA 国際的に認知されたスペイン語圏の写真家と写真作品 ／ 
スペインやイスパノアメリカの有名な写真家、写真の展示や写真関係の
賞 ／ FC スペイン語圏諸国の写真の傾向、スペイン語圏諸国の写真史
の重要な出来事、代表的な写真誌] 
   3.5.4.  陶芸と金銀細工 [FA なし ／FP 代表的な民衆の陶芸、先コロンブ
ス期の陶芸、スペインとイスパノアメリカのタイル製造 ／  FC  民衆
の陶芸と窯元、スペインとイスパノアメリカの芸術的な陶芸、金銀細工、
陶芸や金銀細工、タイル製造についての代表的な博物館] 
   
